
  
 

 

  

指導計画表
 （全 時間）

時間 学習内容・主な活動

■発表内容の説明

・評価に付いての説明

・宿題チェック

■ （物語前半）

・ を聞き，発音練習

・指導者の後についての発音練習

・新出単語の説明・音読

・本文の説明・音読

■発表内容の確認

■ （物語後半）

・ を聞き，発音練習

・指導者の後についての発音練習

・新出単語の説明・音読

・本文の説明・音読

■発表に向けての役割分担

■発表内容の確認

■ （物語全文）

・ を聞き，発音練習

・指導者の後についての発音練習，

本・文の音読

・イントネーション，強勢，語句の発

音の確認・練習

■グループ練習

・個人での練習

・グループでの練習

・発表

・振り返り
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実践例

 教材について

は，日本の伝統文化である狂言

「附子（ぶす）」に原作がある。ストーリーは，平

易で面白く，「オチ」のある作品である。それぞれ

の登場人物に個性があり，小僧さんたちが和尚さん

の嘘を見破り，最後にはとんちで和尚さんに逆襲す

るところは，痛快である。

短い簡単な英語でストーリーが次々と展開して

いく。「 」「 」などは，よく聞く表現

であるが，言い方によって様々な感情を込めること

ができる。生徒たちの音声表現力を伸ばすには，最

適の教材である。

 指導計画（全 時間）

【第 時】

で物語を聞き，新出単語の説明・音読練習，

物語前半の発音練習，指導者の後についての発音練

習，本文の説明を行った。

【第２時】

再度，発表内容を確認した。物語後半の新出単語

の説明・音読， の後についての発音練習，指導

者の後についての発音練習，本文の説明をした。

人班で発表に向けての役割分担を行った。

【第３時】

物語全文の を聞き，イントネーションや強勢

に気を付けての発音練習。指導者の後についての発

音練習，本文の音読練習。イントネーション，強勢，

語句の発音の確認・練習を全員で行った後，グルー

プでの練習を重ねた。

【第 時】

いよいよ発表である。まず，個人での練習，グル

ープでの練習の時間をとった。その後，班毎の発表，

教師からの講評，振り返りを行った。

 授業の前の予習

の物語について授業を受ける前

に生徒たちに予習課題を与えた。内容は，次の つ

である。①本文を写す ②本文を訳す ③物語の感

想を書く ④面白かった表現やセリフを つ英語で

書く ⑤新出単語と意味を書き， 回ずつ練習して

覚える。

発表を授業に取り入れようとする場合，時間数の

ことが課題となる。事前に家庭学習で予習をしてお

くことで，授業を有効に活用できる。また，④の面

白かった表現やセリフを つ書こうと思うと教科書

を何度も読むことになり，教材理解が深まったと考

えられる。

 生徒たちの「音声表現力」を伸ばすには

どのようにしたら，生徒たちの「音声表現力」を

伸ばすことができるだろうか？ 同じ言葉でもイン

トネーションや強勢，言い方によって，全く違う印

象を聞き手に与える。

筆者は，「音声表現力」の育成には，次の つの

ステップが必要であると考えている。

授業では，常に を活用し，ネイティブの発音

を生徒に聞かせた。教科書の には，ネイティブ

の正確で美しい英語が収録されているし，通し読み

には効果音も入っていて，とても重宝した。「学ぶ」

は，「まねぶ（真似をする）」に由来する言葉であ

る。何かを学ぼうとするとき，まずは，徹底的に真

似をするのが上達への近道であろう。

① 正しい発音を聞く

② 真似をして何度も練習する

③ 自分自身で考え，試行錯誤しなが

ら声に出す

④ 自分の英語を人に聞いてもらい，

アドバイスを受ける 
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 音読について

真似をするのに音読は欠かすことのできない要

素である。本文の音読は，次のような手順で行った。

のあとについて発音するときは，イントネー

ション，強勢，区切り等の基本的な英語の音声的特

徴に注意し，正しく発音するよう指導した。教師の

後に続いて発音するときには，教師自身が多少大げ

さに喜怒哀楽を込めて音読し，物語のキーセンテン

スは，何度もくり返して発音させた。それぞれの登

場人物の個性や感情によって表現の仕方も変わっ

てくる。

 生徒同士が学び合い，ともに高め合う

筆者の勤務する中学校は，数年前から全校を男女

人班とし，グループでの学習を促進している。掃

除も給食も 人班を活用している。そのため，生徒

たちは，授業でも抵抗なく 人で活動することがで

きる。

この教材においても発表を 人とし，班での話し

合いで役割を分担した。和尚さん，小僧さん，ナレ

ーターそれぞれに声のトーンも言い方も違う。自分

のセリフは覚えて，ジェスチャーもつけて発表する

よう指示した。

グループ練習では，どのようなジェスチャーがい

いか，どんな言い方をすればいいのか互いに意見を

出し合う姿が見られた。発表では，小僧役の生徒が

正座をして，神妙な様子で和尚役の生徒の前に座る

姿が見られた。

特に面白かったのは，最後の場面である。小僧さ

んが「 」と言って苦しむ

場面では，役者顔負けの演技力を発揮する生徒もい

た。英語は，あまり得意ではないが，お調子者の男

子生徒の くんは，とても上手に英語を使っていた

と言える。演じる生徒たちも，それを見ている生徒

たちの表情も生き生きとして，教室は温かく，柔ら

かい雰囲気につつまれていた。

 おわりに

英語という異国の言葉を学ぶのにインプットと

して「真似ること」「練習すること」「本文の意味

を把握すること」は，大切な活動である。しかしな

がら，本文が読めて，内容がわかったら終わりとす

るのでは，その教材の本当の面白さはわからないの

ではないだろうか。もう一歩進めて，アウトプット

の課題を教師が準備し，自分なりの工夫をし，仲間

と意見を交換し合い，みんなの前で発表するチャン

スを生徒たちに与えることで，教材に対する理解が

より深まり，英語を口に出す楽しさも感じられるよ

うになる。

江利川 は，次のように述べている。「教師

は教える人，生徒は学ぶ人。この常識が，くつがえ

りつつある。生徒同士が学び合い，教え合い，一緒

に高め合う。自分一人ではできない高度なタスクを

仲間と協力して達成する」。基礎基本の知識を教え

た後で，次の段階に進んでいく必要がある。また，

金子 は，次のように述べている。「スピーキ

ングやライティング活動の大きな課題は，生徒から

伝えたい意欲を引き出し，英語の発信を楽しいと思

えるものにすることである」。自分の伝えたいこと

を英語で書いたり，話したりすることの前段階とし

て，「面白い物語を学習し，感情を込めて英語で発

表する」ということは，大変有効である。

発表活動をすることで，普段の座学では得られない

英語の授業に対する興味関心が高められたと実感

している。
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